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研究に対するご協力のお願い 

 

実施責任者  所属 経営学部 

職名 講師 

氏名 ホールズワース・ニコラス・ 

    ジェームズ 

連絡先電話番号 052-601-6000   

               （内線：2411）   

 

下記の研究を、星城大学研究倫理委員会の承認のもと、倫理指針を遵守して実施しますので、ご

協力をお願いいたします。 

 

１ 対象となる方 

 星城大学経営学部に所属し、2023年度に本学の「海外ビジネス演習」プログラムに参加・修了し、

かつ海外長期留学を経験した学生 

 

２ 研究課題名 

承認番号 2025C0003  

研究課題名  

Thematic Analysis of the Experiences of Japanese University Students During Long-Term Study 

Abroad (長期留学中の日本人大学生の経験に関する主題分析) 

 

３ 本研究の意義、目的、方法 

 近年、円安や海外の物価上昇により留学費用が高騰しており、語学力向上にとどまらない留学の

価値を多角的に明らかにすることが求められています。本研究では、2023 年度に本学の「海外ビジ

ネス演習」プログラムに参加・修了し、長期の海外留学を経験した学生が提出した各月の報告書を

対象に、主題分析（テーマ分析）の手法を用いて質的に分析を行います。本研究の目的は、語学力

向上以外の留学経験における価値およびその価値がどのように形成されていくのかを明らかにする

ことにあります。また、本研究を通じて得られた知見を、留学前および留学中の指導、さらには留

学後の振り返り活動の改善に活用し、今後の留学プログラムの質向上と学生支援の充実に貢献する

ことを目指しています。さらに、本研究は語学力以外の留学経験の価値の各側面に関する概念的モ

デルの構築を目指す点においても学術的意義があると思われます。 

 

 

４ 本研究で使用する内容 

 本研究では、各研究対象者が留学期間中に提出した報告書を使用します。これらの報告書の内容

から関連する記述を抽出し、必要に応じて英語に翻訳した上で分析を行います。 
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５ 本研究の実施期間 

西暦 2025年 5 月 28 日（研究倫理承認日）〜2027 年 3月 31日 

 

６ 個人情報の保護について 

1) 本研究で得られたデータや結果は、本研究目的以外で使用することはありません。 

2) 収集した情報は、解析する前に氏名・学籍番号などの個人情報をすべて削除し、どなたのも

のかわからない形で使用します（このことを匿名化といいます）。 

3) 匿名化したうえで、情報の漏洩がないよう厳重に管理し、部外者の立ち入ることができない

施錠可能な場所及び方法で保管・管理します。 

4) 全ての解析データは、本研究終了５年後に完全に抹消し、破棄します。 

 

 

７ 研究成果の公表 

 収集したデータを用いて解析した結果を学術論文や学位論文などで発表する予定ですが、利用す

るデータは、個人を特定できる情報の表記はしませんので、個人が特定されることはありません。 

 

 

８ お問い合わせ 

本研究に関する質問や確認、および、本研究の対象となる方で、ご自身の報告書の利用停止をご

希望される場合は、下記にご連絡をお願いいたします。なお、ご自身の報告書の利用停止のお申し

出は 2025年 12 月 31日までといたします。 

星城大学経営学部国際ビジネス分野 

ホールズワース・ニコラス・ジェームズ 

電話：052-601-6000（内線：2411） 

E-mail：nicholas@seijoh-u.ac.jp 

 


